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令和元年度 墨田区立吾嬬立花中学校 経営報告書 

 

令和２年３月２７日 

 

学 校 目 標 

 

生きる力（確かな学力 豊かな人間性 健康・体力）」を確実に育み、知徳体、調

和のとれた人間を育成するため、目指す生徒像として、以下を定める。 

・進んで学び、深く考え、行動できる生徒 

・誠実で、思いやりのある生徒 

・自らきたえ、心身ともに健やかな生徒 

 

目指す学校像 

 

『文武両道』を掲げ以下の 4 点を中心に教育活動を展開し、「明るく活発で、か

つ、けじめのある学校」を目指す。 

①「学力向上」を図る授業改善 

②「自主自律」を育む生活指導 

③「自尊感情」を育む学校行事・部活動 

④「地域への愛情」を育む連携行事 

 

目指す子供像 

 

・学習や様々な活動に意欲的に取り組み、目標に向かって努力する生徒 

・社会のルールを理解し、規範意識を身に付け、社会に貢献しようとする生徒 

・人の立場を理解し、協調性のある生徒 

・心身を鍛え、思いやりのある生徒 

 

目指す教師像 

 

・広い視野に立ち、組織的に行動できる教師 

・互いのコミュニケーションを大切にし､教育目標を達成しようとする教師 

・研修に励み､自己の授業力向上を目指すとともに、指導教諭等の授業を参考に、

授業改善に努力する教師 

・校内ＯＪＴを日常的に実践し、研鑽に励み、自己の能力と資質の向上に努める

教師 

・生徒一人一人の気持ちを理解し、どの生徒にも公平に対応できる教師 

・保護者・地域の願いや思いを理解できる教師 

・いじめ・暴力・暴言等に対し、不適切な指導や体罰を伴わない毅然とした態度

で指導できる教師 
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１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

各

教

科

等

指

導 

学校は、子供に確かな学
力を育てるために、分か
りやすい授業の実施に
努めているか。 

Ｂ 

・電子黒板・iPad・等のＩＣＴ機器を効果的に
活用する。 

・家庭学習習慣を確立させる。（家庭学習課題の
作成と指導） 

・学習内容の定着を図る。（振り返りシート等の
有効活用） 

・朝読書を継続する。（毎朝 15分全教職員によ
る黙読指導） 

・授業規律の徹底（「吾嬬立花中学校の授業」の
提示と全教職員による実施） 

  

学校は、特別な支援を必
要とする子供に対して、
組織的に適切な支援を
行っているか。 

Ａ 

・個別の指導計画をゆうあい教室および家庭

と連携を図り作成する。（学校生活支援シー

トや連携型個別指導計画に沿った支援の共

通理解と実践） 

・生徒理解に基づき教員間での共通理解を図

る。（随時校内委員会の随時開催） 

・スクールソーシャルワーカーを積極活用し

連携を図る。 

・必要に応じて関係機関と連携を図る。（子育て
支援ｾﾝﾀｰや児相と適宜連絡相談） 

  

学校は、子供の将来の自
立に向けた進路指導・相
談活動に取り組んでい
るか。 

Ｂ 

・三年間を見通した進路指導の確立を図る。（職

業調べ、職場体験、上級学校等訪問の実施、・

課題解決学習の実施・情報教育の実施） 

  

学校は、教員の指導力・
授業力を高めるために
組織的に取り組んでい
るか。 

Ｂ 

・研修部を軸として計画的な校内研修会を実施
とともに、研修内容の充実を図る。 

・祖教員相互の授業見学と指導教諭による模範
授業の見学を奨励する。 

・生徒による授業評価の結果を踏まえて、授業
の工夫・改善に取り組む。 

  

学校関係者評価委員会
の意見等 

 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

生

活

指

導

等 

学校は、子供の問題行動
の予防や解決に組織的
に取り組んでいるか。 

Ａ 

・いじめ・暴力・暴言等に対し、不適切な指導
や体罰を伴わない的確な指導を実践する。
（生徒アンケートの実施による未然防止と
早期発見および解決） 

・休み時間も含め全教員による生徒の見守りを
継続する。 

  

学校は、子供が基本的な
生活習慣を身に付け、望
ましい人間関係を作る
ための心の教育を行っ
ているか。 

Ａ 

・基本的生活習慣（あ・じ・み・そ・返事）と

規範意識を醸成する。（早寝・早起き・朝ご飯

の推奨） 

・遅刻防止やチャイム前着席の励行と環境整備

を進める。 

・休み時間を情操教育の場として活用する。（ク
ラッシック音楽の放送） 
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学校は、子供の安全を確
保するための取組を行
っているか。 

Ａ 

・安全指導計画を作成し、学校安全活動の組織
的推進と危機回避能力を育成する。（毎月の
安全指導・避難訓練の実施、セーフティ教室
等の開催） 

・日常的に校内巡視（目視による点検）を実

施する。 

・休み時間も含め全教員による生徒の見守りを
継続する。 

  

学校は、子供や保護者か
らの意見や要望を把握
し、教育活動の点検や改
善に役立てているか。 

Ｂ 

・日常的に地域やＰＴＡ等とのつながりを通し

て情報を収集し、敏速で丁寧な対応を図る。

（ＰＴＡ・育成委員会への参加、学年懇談会、

部活動保護者会。担任等によるきめ細かな家

庭連絡） 

・教育相談を組織的に行う。 

・生徒による授業評価を実施する。 

・学校関係者評価を実施する。 
・行事や学校公開等でアンケートを実施する。
（学校経営へ反映） 

  

学校関係者評価委員会
の意見等 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

学

校

の

管

理

運

営 

学校は、管理職の経営方
針に基づき、組織的な教
育活動・学校運営を行っ
ているか。 

Ａ 

・毎朝の主幹会(校長・副校長・主幹教諭)で課

題や対応を明らかにし、運営委員会と職員会

議等で確認することで組織的な学校運営を

実施する。（学校経営方針および学校経営計

画の提示と共通理解） 
・教職員全員の打ち合わせと学年打ち合わせを
毎朝実施し、課題の共通理解と指導方針の確
認を行う。 

  

学校は、子供の実態に合
わせた具体的な目標の
設定及び評価を適切に
行っているか。 

Ｂ 

・生徒による授業評価を実施し、結果を踏ま

えて教育活動の工夫・改善に取り組む。（ア

イチェックの活用、授業改善プランの作成

と実施） 

・適切な評価計画を立て、公正な評価方法に努
める。（説明責任を果たす準備） 

  

学校には、適切な教育活
動が行える環境・設備等
が整えられているか。 

Ａ 

・施設設備の安全点検を定期的に実施する。 

・補修や修理が必要な箇所に迅速に対応す

る。 

・清掃担当箇所を中心に､教育環境の美化に努

める。（校内緑化と整理整頓された教室環境

の維持） 

・学校予算および私費会計を適正に執行する。
（事務主査を中心とした適正執行､管理職等
に よる確認） 

  

学校関係者評価委員会
の意見等 
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項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 
状況 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

家

庭 

・

地

域

連

携 

学校は、教育方針や日常
の教育活動の様子など
を分かりやすく伝えて
いるか。 

Ｂ 

・「学校だより」・「ホームページ」・「配信メール」
等を活用し､情報を積極的に発信する。（定期
的な発行と紙面の充実、適切な学校情報メー
ルの配信） 

  

学校は、保護者や地域の
理解や協力を得て教育
活動を進めているか。 

Ｂ 

・ＰＴＡ活動に積極的に参加し、保護者との

意思疎通を図っていく。 

・ＰＴＡ・育成委員会・関連小学校との連携を
強化し、学校行事のレベルアップと地域行事
への積極的な参加を実践する。(運動会、文化
祭、合唱コンクール、学校公開、挨拶運動、
地域祭礼、ＰＴＡ・育成委員会主催行事、餅
つき） 

  

学校関係者評価委員会
の意見等 

 

 

２ 令和元年度学校評価のまとめ 

・生活指導面（授業規律を含む）では保護者や地域から一定の評価を得ており、日常的に落ち着きのあ

る教育環境が維持できている。生徒理解に基づいた教育活動の推進と、新校開校から続けている取組

（朝読書・チャイム前着席の励行・全教員による給食指導・休み時間の生徒との教育相談や見守り・

各学級二名体制での学級活動等）が成果をあげているものと考える。 

・学習面では、授業におけるＩＣＴ機器（電子黒板・ｉＰａｄ・実物投影機・タブレット型ＰＣ等々）

の活用が浸透してきているものの、学力諸調査の結果からは、学力向上に結び付いていないという課

題がある。学習規律の徹底・土曜授業・放課後学習教室等の実施に加えて、既習内容を定着させるた

めの組織的な取組が必要である。 

 

以上の通り報告いたします。 

 

 

墨田区立 吾嬬立花中学校長  池 田 伸 彦  公印 


